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至長岡市

至湯沢町 至東京方面至東京方面

至新潟方面 至新潟方面至新潟方面

県立八色の森公園県立八色の森公園

東北電力浦佐変電所
南魚沼市役所

大和庁舎

池田記念美術館

ゆきぐに大和総合病院

特別養護老人ホーム八色園

JA魚沼みなみ浦佐小学校

大和中学校

県立国際情報高等学校

特別高圧線引込ルート
特別高圧線引込ルート

（60,000V）（60,000V）

大和スマートインター大和スマートインター

魚沼基幹病院魚沼基幹病院

国際大学

北里大学保健
衛生専門学院

浦佐駅方面

大和S.I.C方面

新潟県魚沼市

水の郷工業団地水の郷工業団地雪のくにフードタウン
のご紹介

関越自動車道・上越新幹線に直結

上越新幹線浦佐駅から2.7km、関越自動
車道大和I.Cから2.0kmと恵まれたアク
セス。足回りのよさが輸送面・通勤面で力
を発揮します。

付近交通拠点から
自動車での所要時間

地点 距離 時間

関越自動車道小出I.Cから 6.7km 約10分
関越自動車道大和スマートI.Cから

（大型通行可） 2.0km 約3分

上越新幹線浦佐駅から 2.7km 約5分
新潟空港から
新潟東港から

約120km
約120km

約1時間30分
約1時間30分

練馬I.Cから198.3km
大型車（全長12mまで）も出入り可能（24時間通行可）

特別高圧共同受電 2023年度運開

東京駅から90分

水の郷へ新ルート完成

上越新幹線 浦佐駅

大和スマートI.C

国道17号バイパス

Uonuma City MIZUNOSATO Industrial Park

新潟県魚沼市

水の郷スマート
エネルギーセンター

水の郷水の郷

〈令和5年度版〉
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全体計画30ha

㈱ブルボン
魚沼工場
6.0ha

魚沼醸造㈱
水の郷工場
（マルコメ㈱）
7.5ha

（排水樋門）

←水無川

ホリカフーズ㈱
水の郷工場
2.0ha

テーブルマーク㈱
魚沼水の郷工場
6.1ha

Cブロック
分譲中
3.3ha

魚沼市
LNGサテライト

緑地

緑
地

緑
地

約150m
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１
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17
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TGES
水の郷スマートエネルギーセンター

0.5ha

TGES
水の郷スマートエネルギーセンター

0.5ha

県道雷土新田浦佐線

市道 水の郷1号線

水の郷からの工場排水や雨水を流す排水路

国道17号浦佐バイパス

水の郷に接する県道の拡幅改良工事完成。
国道17号バイパスと直結。
（歩道2.5mを含む幅員11m）

消雪パイプ完備。
降雪時の操業も安心です。

平成24年12月水の郷新ルート完成。
関越自動車道大和スマートインター・新幹線浦佐駅に
直結。

上越新幹線浦佐駅へ2.7km・関越自動車道大和
スマートインターへ2.0km、国道17号浦佐バイ
パスが完成しました。

全景写真
1000 4500

2.000%2.000%

2.000%2.000%

2.000%

11000
750 2000 3500 3500 2000 750

2.000%

4500 1000

1:1
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1:1.5
1:1.5

団地の区画団地の区画
（水の郷ガス製造所）

魚沼市LNGサテライト全国主要都市を結ぶ
食品・健康・医療・環境ビジネスの生産・物流拠点

魚沼醸造㈱魚沼醸造㈱

ホリカフーズ㈱ホリカフーズ㈱
㈱ブルボン㈱ブルボンテーブルマーク㈱テーブルマーク㈱

LNGサテライトLNGサテライト

TGES㈱TGES㈱

魚沼基幹病院魚沼基幹病院

国道17号 浦佐バイパス国道17号 浦佐バイパス

一級河川 水無川一級河川 水無川
県道雷土新田浦佐線県道雷土新田浦佐線

Cブロック（3.3ha）

至東京至東京

至新潟至新潟

関越自動車道関越自動車道
大和スマートインターチェンジ大和スマートインターチェンジ



魚沼工場

水の郷工場
ホリカフーズ

魚沼市

魚沼水の郷工場
水の郷工業団地

ガス製造所

魚沼市

水
の
郷

雪
の
く
に 

フ
ー
ド
タ
ウ
ン

The Three Peaks of  Echigo and Abundant  Mountains

越 後 三 山 と 豊 か な 山 々

水の郷スマートエネルギーセンター

東京ガスエンジニアリングソリューションズ

Mt.Hakkai

1,778m

八海山

MIzunashi River
水無川Mt.Nakanodake

2,085m

中ノ岳
Mt.Takakura

1,114m

高倉山

Mt.Sarukura

688m

猿倉山
Mt.Kinjou

1,369m

金城山
Mt.Botan

307m

坊谷山

Mt.Rokumangi

321m

六万騎山 Mt.Sakado

634m

坂戸山

Mt.Makihata

1,967m

巻機山
Mt.Sennokura

2,026m

仙ノ倉山

Mt.Yougai

478m

要害山Mt.Kasakura

907m

笠倉山 Mt.Echigo Komagatake

2,003m

越後駒ケ岳

水の郷工場

介護・治療・災害  食生活サポート

分譲中



水の郷工業団地

豊富な地下水
豊富で良質な地下水は、10,000t/日以上の採取が可能で食品製造への
活用に最適です。

　1時間ごとに揚水量を変化させながら、最大揚水量を算出する調査です。この調査では、5時間に亘り揚水量を変化させ、実施
しています。

（1） 段階揚水試験

　段階揚水試験の結果に基づく最大揚水量(2,500ℓ/min)を8時間連続して揚水し、地下水位の変化を見ています。この調査
では、8時間にわたり実施しています。

（2） 連続揚水試験

10,000t/日以上の地下水の採取が可能です。
　段階揚水試験の結果、ポンプ能力の限界にあたる1本当たり約2,500ℓ/min（3,600t/日）の揚水量が
確認できたことから、これに安全係数0.8を乗じると、4本の削井により10,000t/日以上の地下水の採取
をクリアします。

安定した地下水の採取が可能です。
　連続揚水試験の結果、スタートから10分で4.89mの水位低下が見られますが、180分を経過したとこ
ろから－5.56m～－5.57mの水位低下で安定します。6時間を経過してもそれ以上の変化が見られない
ことから、安定的な地下水の採取が可能であると想定されます。

　揚水を停止し、その後の水位の回復状況の確認をしています。試験井戸の揚水終了後、2時間にわたって水位の回復状況を試
験しました。

（3） 回復試験

水の郷工業団地消雪井戸から採取した水質の検査結果は、次のとおりです。

（4） 水　質

周辺には豊富な地下水が保障されます。
　回復試験の結果では、揚水停止後5分で4.93m回復、1時間後には5.44m回復しほぼ揚水開始前まで
回復していることがわかります。このことから、周辺の地下水量が豊富であることが確認されています。
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1,720

240～299

2,125

300～360

2,496ポンプ能力限界値：2,500ℓ/min

ℓ/min

min

揚水量
段階揚水試験における揚水量の推移

井戸1本
2,497ℓ/min
3,596t/日

安全係数0.8を
乗じます

井戸1本
　2,877t/日（3,596×0.8）
井戸4本
　11,508t/日

井戸4本で、10,000t/日以上の揚水が可能です。
段階揚水試験とは、1時間ごとに揚水量を変化させながら最大揚水量を算出する調査
です。本調査では、5時間にわたり調査を実施しています。

◆段階揚水試験結果

-10

-11

-12

-13

-14

-15

-16

-17

-18

揚水試験前の地下水位

揚水停止後の地下水位の水位変化
地下水位

m

0min 5min 10min 20min 30min 1h 1.5h 2h

-11.64

-16.57

-11.5 -11.34 -11.23 -11.13 -11.08 -11.08

1時間経過で
98％回復

2時間経過で
99％回復

試験開始時
10分経過
1時間経過
2時間経過

－16.57m
－11.50m
－11.13m
－11.08m

5.57m
0.50m（88％）
0.13m（98％）
0.08m（99％）

地表からの深さ 揚水停止による水位変化

※1時間経過後には、揚水前の98％回復
回復試験とは、揚水試験の後、揚水を停止後の地下水位がどのように回復するか調
査するものです。本調査では、回復状況について2時間にわたり調査を実施してい
ます。

◆回復試験結果

-10
-11
-12
-13
-14
-15
-16
-17
-18
-19
-20

連続揚水試験による地下水位の推移
測定水位

m

0min 10min 30min 1h 2h 3h 4h 5h 6h 7h 8h

-15.89

-11.00

-16.19
-16.37 -16.49 -16.56 -16.57 -16.57 -16.57 -16.57-16.56

2時間経過後は
水位変化なし

試験開始時
10分経過
1時間経過
3時間経過
6時間経過

－11.00m
－15.89m
－16.37m
－16.57m
－16.57m

0.00m
4.89m
5.37m
5.57m
5.57m

地表からの深さ 揚水による水位変化

※2時間経過後は、水位変化なし
連続揚水試験とは、段階揚水試験で確認された揚水量を連続して汲み上げ続け、地下
水位の変化を見る調査です。本調査では、8時間連続して調査を実施しています。

◆連続揚水試験結果
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0.01mg/1以下
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資料 1

● 検査期日：令和2年12月8日～令和2年12月23日
● 検査機関：（財）新潟県環境衛生研究



安定・強固な地盤
良質な支持層が期待できる第3礫質土層（Ag3層）によって構成されています。

（常時微震動基準VC-E未満を記録）

●越後三山を背景に拡がる広大な扇状地八色原は扇状地性の河岸段丘堆積物（礫・砂）が厚く堆積しています。
●扇状地に堆積する土砂は、一般的に細粒度・粘土の含有が少なく、礫・砂で構成されているため、透水性が良く、
　水流は扇頂部で伏流し、扇端部で湧出しています。
●八色原扇状地もその典型的な地形・地質となっており、水の郷工業団地はその扇端部に位置しています。

（1） 地形・地質概要

●調査地の地質は、主に玉石混じりの砂礫層（Ag3）で構成されており、200mm 程度の礫が点在しています。　　
　Ag3 層の N 値は、概ね 50 以上を示していますが、礫の混入状況により若干のバラツキ が見られます。
●建築物規模（荷重の規模）によっても異なりますが、建物支持地盤としては Ag3 層が支持層として期待できます。
　※工場等の建設時には、地盤調査が必要となります。
●調査地点における Ag3 層出現深度は概ね 4m～14m です。

（2） 地質調査

（3） 分譲Cブロック ボーリング柱状図

※良好な支持層の目安
　砂層、砂礫層においては、Ｎ値が概ね30以上、粘性
土層では、概ね20以上（一軸圧縮強度quが0.4N/mm2
程度以上）が良質な支持層の目安となります。

※Ｎ値とは
　63.5kgのハンマーを75cm自由落下させ、
標準貫入試験用サンプラーを30cm打ち込
むのに要する打撃回数をいいます。

第四紀完新世地
層
区
分
（
記
号
）
土
質
区
分

色
調

層
厚
（
ｍ
）

Ｎ
値

記
事

第２
粘性土層
（Ac2）

第２
砂質土層
（As2）

第３
砂礫土層
（Ag3）

礫混じり粘土
粘土

茶褐

0.60
～
3.80

2～21 4～17 13～
50以上

0.45
～
1.75

茶褐
褐灰

茶褐
暗青灰
褐灰
淡青灰

シルト混じり細砂
礫混じり粘土質砂

玉石混じり砂礫
砂礫

◆全般的に砂
分・シルト分を
混入する。10mm
程度以下の礫が
点在する。
◆軟質な地層で
ある。
◆Ag3層に介在
し堆積する。
◆礫叩きによ
り、局部的にN値
が大きくなるが
概ねN値４以下
である。

◆緩い砂層であ
る。
◆10mm程度の
礫が点在する。
◆Ag3層に介在
し堆積する。

◆礫は40mm以下
のものを主体と
し、最大100mm～
200mmのものが
点在する。
◆礫の混入率は
80％以上で多い。
◆孔内水漏水す
る。
◆礫などの混入
状況により、N値
にバラツキが大
きい。

推定地質断面図
No.1 No.2 No.3

水の郷工業団地 資料 2
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地質調査地点地質調査地点
ボーリング調査地点ボーリング調査地点

No.2 No.3

新潟大学地域医療教育センター

魚沼基幹病院
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No.4

Ø50～100mm程度の礫を主体とし、最大礫径はコア長
170mmの玉石。
礫間は砂で充填され、シルト、粘土分はほとんど混入し
ない。
混礫率は60～90%と多い。
地下水位付近の5～6mは緩いが、深度方向に密実に
なる傾向が認められる。
深度方向の層相変化は少ない。
全体に孔壁崩壊著しい。掴削水はほぼ逸水するが、
所々逸水量が減少する。

造成盛土。
Ø50～30mmの硬質礫を不規則に混入するシルト。
混礫率は30～50%程度で、不均質である。



産業
インフラ

■特別高圧電力：60,000V（2023年11月供給開始予定）
■都市ガス：団地内にＬＮＧサテライトからの供給
■下水道：生活系排水の排出が可能
■水道：生活系上水道の供給が可能
■情報通信：東北インテリジェントの光ファイバケーブルが団地

西側に、東日本電信電話の「フレッツ光ネクスト」提供エリア

環境に優しく、
クリーンなエネルギーを供給

◇東京ガスエンジニアリングソリューションズ㈱（TGES）が
事業主体となり、特別高圧電力を受電、変圧し、電力自営線
により立地企業へ高圧電力供給を行う「特別高圧共同受電」
が各社連携の下2023年11月に運開予定です。

◇「特別高圧共同受電」によって立地企業は自社で特別高圧を
引き込むための設備投資が不要であり、立地企業の敷地内責
任分界点までの設備の保守、保安に関してもTGESにて一括
して行うことで生産に注力することが可能となります。

◇特別高圧共同受電開始後には熱と電気を地産地消するコー
ジェネレーションシステム*1等を導入することで、再生可
能・未利用エネルギーを最大活用し、省エネおよびエネルギ
ーセキュリティの向上を目指します。

　また、ICTによるエネルギーマネジメントにより、熱・電気・
情報をネットワーク化し、エリア単位で最適なエネルギーシ
ステムの構築にも取り組む計画です。

◇これらの取り組みは災害時の大規模停電等に備えたレジリ
エンスの向上にも繋がります。

◇立地企業のエネルギーニーズにはTGESによる最適提案に
て解決させていただきます。

◇魚沼市はエネルギー供給基盤の整備を通じて立地企業のサ
ステナブルな事業活動を支援いたします。
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■ エネルギー
　 の安定供給

長期停電時や災害時
にもエネルギー供給
を受けることが可能

各
事
業
所

エネルギーセンター
専門の技術スタッフによる
常時監視により、安定供給

を実現

停電時や災害時
にも中圧ガスは、
原則供給を継続

電力
都市ガス

系統電力
蒸気

温水

水の郷スマート
エネルギーセンター

（2） 電力の供給（TGES事業運営）

（3） 水の郷スマートエネルギーセンター（TGES事業運営）

*1 発電時に発生する廃熱を生産や空調、給湯等に用いる
冷温熱（冷水・蒸気・温水）に活用する環境に優しいシ
ステムです。

水の郷スマート
エネルギーセンター

水の郷スマート
エネルギーセンター

関
越
自
動
車
道

水
道

下
水
道

県道雷土新田浦佐線

特別高圧引込ルート

高圧線

水の郷
スマートエネルギーセンター

水の郷工業団地
←水無川
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圧
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道
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佐
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パ
ス

LNG
サテライト

　天然ガスを新潟東港からローリー輸送し、団地内の水の郷ガス製造所（サテライト設備）に貯蔵します。水の郷工
業団地へは、このサテライトからガスの供給が可能です。クリーンエネルギーとして、冷暖房やガスコージェネレー
ションシステムにご利用いただけます。

事業主体 魚沼市
ガス種
本管の供給圧力

計画供給量

使用料金

13A

御社の意向に合わせた供給が可能です。LNG80KL貯槽タンク2基、100KL貯槽タンク1基設置。
日量26,400m3の供給体制整備済。
供給事業者と御社との契約により金額が定められます。

中圧供給（0.2MPaG）

（1） ガスの供給（市営LNGサテライト）



（1） 新しいエネルギーの位置づけ

（2） 雪冷熱利用に係る補助制度  ～魚沼市雪冷熱利活用施設導入補助事業～

（3） 雪の冷気が循環するしくみ

雪冷熱による
再生可能エネルギーの活用

新エネルギー利用等に関する特別措置法の施行令が改正され、雪氷熱利用及び
バイオマスが新エネルギー（再生可能エネルギー）として明確化されました。
本改正に伴い、雪氷熱利用に係る国等の支援制度の適用が可能になりました。
*[施行令第1条第7号]
雪又は氷（冷機器を用いて生産したものを除く)を熱源とするエネルギーを冷蔵、冷房その他の
用途に利用すること。
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（1） 事業概要
　　地域固有財産である雪を資源として雪冷熱エネルギーを活用し、低炭素・循環型社会

の構築を促進することを目的として、雪冷熱を利用する貯蔵施設（雪室）経費の一部
を補助する。

（2） 補助対象者
　　魚沼市内に事業所を有する（見込み含む）法人（民間事業者）

（3） 補助対象経費
　　①雪室建屋の建設工事に要する経費。
　　②設備は雪冷熱利用に直接的に必要な機械設備及び制御盤の設置に要する経費。

（4） 補助率等
　　①国県等の補助事業の場合：対象経費から当該補助金を差し引いた額の1/2相当額
　　②国県等の補助を受けない場合：対象経費の1/3相当額
　　③補助上限額：3,000万円

■環境にやさしい“雪”利用

■“冷やす”からくり（雪冷房システム）

　雪の冷気を利用した低温貯蔵は、電気による貯蔵方式
と比べとても省エネです。この施設では年間78トン
（76%）のCO₂削減効果があると試算されています。

CO₂排出量の産出係数
●原油換算係数：0.254［kL/MWh］（経済産業省/平成22年度）
●CO₂排出係数：2.62［t-CO₂/kL］（環境省/平成22年度）

7℃
（15℃）

7℃
（15℃）

3℃
（10℃）

3℃
（10℃）

資料提供：JA北魚沼  利雪型米穀低温施設より
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新潟
Niigata

ボストーチヌイ
Vostochny

浦項
Pohang

釜山
Busan

蔚山
Ulsan

木浦
Mokpo

大連
Dalian

青島
Qingdao

上海
Shanghai

寧波
Ningbo

基隆
Keelung

香港
Hong Kong

バンコク（Bangkok）及び
レムチャバン（Laem Chabang）へ

台中
Taichung

高雄
Kaohsiung

天津（新港）
Xingang

光陽
Kwaung Yang

ウラジオストク
Vladivostok

日本
JAPAN

韓国
KOREA

ロシア
RUSSIA

中国
CHINA

北米
From/To North America

ヨーロッパ・東南アジア
From/To Europe & Southeast Asia

日本海最大の物流拠点 新潟港
日本海側唯一の「中核国際港湾」として、着実な港湾整備が進められています。
成長著しい中国をはじめ、韓国、東南アジアへのダイレクトアクセスが可能な他、
週７便の釜山トランシップで、世界各国と結ばれています。

日本海側唯一の「中核国際港湾」として、着実な港湾整備が進められています。
成長著しい中国をはじめ、韓国、東南アジアへのダイレクトアクセスが可能な他、
週７便の釜山トランシップで、世界各国と結ばれています。

新潟東港

　新潟港は平成 20 年 11 月 27 日に日本の港として
は初めて、世界第 5 位の取扱量高を誇りアジア有数の
ハブ港である韓国釜山港と「新潟県・釜山港湾公社間
物流協力に関する了解覚書（MOU=Memorandum 
Of Understanding）」を締結しました。
　今後、釜山トランシップの改善や釜山航路の充実な
ど、両港間の協力内容を具体化し、新潟港のコンテナ取
扱量の増加に向けた取組みを進めていきます。　
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